
第３１回サマーコンサート in 志木に出演する 

 

 第３１回サマーコンサート in 志木が、２０１８年７月８日(日)、志木市民会館パルシティで 

開催された。 

 志木グリークラブは、初谷敬史先生の指揮で黒人霊歌“The Battle of Jericho” 

“Steal Away” “Ride the Chariot”の 3 曲を演奏した。 

 当日は、午前９時、控室(パルシティ２階２０２号室)に集合し、体操・声出しをしてから、９時 

３０分から３０分間ステージリハーサルを行った。我がグリークラブの団員は、まともに歌えるま

でにかなりのアイドリング時間が必要で、この日もなかなか調子が出ない。（歳のせいとは言わな

いが、今まで練習してきたことを思い出すのにかなり時間が掛かる＜笑＞） 

ステージリハーサル時の初谷先生の顔は呆れ顔で、とても本番前の声ではないと今まで練習して

きたのは何であったのかと呆れてものが言えない表情であった。そこで、練習場所を控室に移して、

昼食、本番までの１時間３０分を使って直前の特訓が始まった。 

１曲目に演奏する“The Battle of Jericho”を歌うにあたっての初谷先生の指導内容は以下

のとおり。全体を通して跳ねないで滑らかに歌うこと。強弱とリズムを大切に。出だしの「Joshua 

fit the battle of Jericho」の Joshua はハッキリと出ること。歌詞の中でも特に「Gideon、

Saul、Josh」の固有名詞をハッキリ歌うこと。裏打ちのリズムをシッカリ出すこと。そして、mp か

ら mf、sp から mf、mf から dim して pへ、曲の中盤は、pp から p、f、ff へとだんだん大きくなり、

最後は、pp から mf しかも力まない fで終わること。この曲想が、初谷先生流の“The Battle of 

Jericho”の真骨頂である。 

本番での“The Battle of Jericho”の出来映えは、一夜漬けならぬ即席漬けの練習効果があ

って、出だしの Joshua はシッカリ出ることができたが、中盤の歌詞がハッキリせず、モグモグし

た発音でモタモタした演奏のところがあった。ただ、全体的には、裏打ちのリズムも出て比較的軽

いノリで歌うことができたと思う。出来ることならば、頬骨を上げて微笑みの顔で歌えればよかっ

た。(言うは易く行うは難し。何度ステージにのってもつい気合が入って、練習で指摘されたこと

を忘れてしまう。永遠の課題＜笑＞) 

 

 ここで、“The Battle of Jericho”（ジェリコの戦い）の歴史的背景についてみてみよう。 

“The Battle of Jericho”は、ジョシュア（ヨシュア）のジェリコ攻略を歌った有名な黒人霊

歌・スピリチュアル。 合唱曲としても歌われるほか、ジャズのスタンダードナンバーとしても定

着している。 

ジェリコ（エリコ、イェリコ）とは、イスラエルやヨルダンに近い古代オリエントの古い町の名

前。死海（Dead Sea）に注ぐヨルダン川河口から北西約 15km、現在はヨルダン川西岸地区に含まれ

る場所にある。 

神の意志の下、ヘブライ人（ユダヤの民）をエジプトから脱出させたモーセ（モーゼ）は、約束

の地カナンへ向けて、何人かの偵察を送った。その中の一人に、黒人霊歌『ジェリコの戦い』の主

人公であるジョシュア（ヨシュア）がいた。偵察に行った者たちは、カナン攻略は無理だと口々に

不平を吐き猛反対。中にはエジプトへ戻るべきとまで言い出す有様だったが、ジョシュア（ヨシュ

ア）はこう言った。「我々が偵察して来た土地は、とてもすばらしい土地だった。もし、我々が主の

御心に適うなら、主は我々をあの土地に導き入れ、あの乳と蜜の流れる土地を与えてくださるであ

ろう。ただ、主に背いてはならない。あなたたちは、そこの住民を恐れてはならない。彼らは我々
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の餌食にすぎない。彼らを守るものは離れ去り、主が我々と共におられる。彼らを恐れてはならな

い。」モーセから約束の地に入ることを許されたジョシュア（ヨシュア）は、モーセの死後その意志

を受け継ぎ、神の民を率いる指導者としてヨルダン川を目指した。ヨルダン川の激流に行く手を阻

まれた一行だったが、モーセ（モーゼ）の十戒が刻まれた石板を収めた「契約の箱 Ark of the 

Covenant」により、神の奇跡が起きてヨルダン川は瞬く間に干上がった。神の奇跡で無事川を渡り

きったジョシュア一行。ジェリコの街へ進軍するが、街は固い城壁で囲まれ、城門も固く閉ざされ

てジョシュア達の入場を拒んだ（いわゆる「ジェリコの壁（エリコの壁）」）。ここで神がジョシュア

に告げた。「6日間ジェリコの街を一周せよ。7人の司祭は雄羊の角笛を携え契約の箱を先導せよ。」

さらに神は続けた。「７日目には街を７周し、司祭らは角笛を吹き鳴らすのだ。そして皆で時の声

をあげよ。さすれば城壁は崩れ落ちるだろう。」 

神のお告げに従い、角笛の先導で契約の箱と共にジェリコの街を 6 日間周回したジョシュア軍は、

7日目に見事城壁を打ち崩し、ジェリコ攻略を果たしたのであった。  (Wikipedia より)                           

 

 歌詞                       訳 

 Joshua fit the Battle of Jericho       ジョシュアはジェリコの戦いに挑んだ 

 Jericho  Jericho                 ジェリコ ジェリコ 

 Joshua fit the Battle of Jericho       ジョシュアはジェリコの戦いに挑んだ 

 And the walls come tumbling down       砦の壁は崩れ落ちた 

 

 You may talk about your kings of Gideon   ギデオンもサウルもかなわない 

 You may talk about your men of Saul 

 But theres none like good old Joshua     古き英雄ジョシュア 

 At the battle of Jericho            ジェリコの戦に挑んだ 

 

Right up to the walls of Jericho       ジェリコの砦に向かい 

He marchd with spearin hand in hand      槍を手に進軍したジョシュア 

Go blow that ram horn Joshua cried      さあ 羊の角を吹き鳴らせ 

Cause the battle am in my hand        戦は我が手中にあり 

 

 Then the lamb ram sheep horns begin to blow 雄羊の角笛が吹き鳴らされ 

 And the trumpet begin to sound         トランペットが響きだすと 

 Joshua commanded the children to shout     ジョシュアは命じた「叫べ！」 

 And the walls come tumbling down        ジェリコの壁は崩れ落ちた 

 That morning 

  

 ２曲目の“Steal Away”は、奴隷達が hush harbor※でミーティングが行われることをお互い

に知らせるために使った曲として有名である。（※現在のブラックゴスペルのルーツである Spirituals  

＜黒人霊歌＞が生れた場所） この曲を歌う時の初谷先生の指導内容は、以下のとおり。 

Steal Away は、奴隷達の合図の叫びであるので、出だしで Top Tenor が歌う“Steal away”は、

こっそりとこっそりとの感じが出るように聴こえない位の囁くような音量で歌うように。」    

（トップテナーが、この消え入るように囁くように歌うのが、チョット難しかったようだ＜笑＞ 



「Steal away to Jesus」の to Jesus は自由を示している。「ジーーザーーース」と p で延ば

すように。「I aint got long to stay here」は、誰かがもうすぐ自由の旅に出ることを歌

っているので、pp で一息に少しクレッセンドして dim で収める。 

「My Lord He calls me. He calls me by the thunder」は、次の雨嵐を上手く利用して 

逃走することを知らせているので、Piu mosso で倍のテンポで歌うこと。My Lord と He calls 

me の間は、切る。「The trumpet sounds with in my soul」は、自由への渇望を訴えるよう

に「The trumpet sounds」は、pで歌いブレスして「with in my soul」は、f、クレッセンド

する。「I aint got long to stay here」は pp で、テンポプリオ（Tempo Ⅰ）歌うこと。 

「Green trees are bending」は、春を告げるものであるが、集合場所は外から気付かれない 

木々の中である。「Poor sinners stand a trembling」は、奴隷達の主人を指していて、奴隷

達は何があってもあらゆる手段を使って去ってゆくことを歌っているので、Piu mosso で倍のテ

ンポで歌うこと。 

 これらの指導内容を念頭において、何度となく練習したが、いざステージにのると上手く歌おう

自分が頑張らなくてはと気合が入って、他のパートの声が耳に入らないことがあり、「シマッタ！」

と思うところが何ヶ所かあった。初谷先生の指導内容を最初の譜読みの時にメモをとり、楽譜に記

入しているにも拘わらず、そのメモを見落として先生に「私は、最初から同じことを言っている。

メモを書いているだけではダメよ！メモ通りに歌って下さい！」と度々言われた。 

 

歌詞                    訳 

 Steal away steal away         こっそりと こっそりと  

 Steal away to Jesus          こっそりと イエス様の元へ 逃げてゆこう 

 Steal away steal away home      こっそりと こっそりと 故郷へ逃げてゆこう 

 I aint got long to stay here    もう ここには 居なくてもよい 

 My Lord He calls me          我が主なる神様が呼んでいる 

 He calls me by the thunder      神様が 雷で呼んでいる 

 The trumpet sounds with in my soul トランペットが 私の魂の内から鳴り響く 

 I aint got long to stay here    もう ここには 居なくてもよい 

 

 Steal away steal away         こっそりと こっそりと 

 Steal away to Jesus          こっそりと イエス様の元へ 逃げてゆこう 

 Steal away steal away home      こっそりと こっそりと 故郷へ逃げてゆこう 

 I aint got long to stay here    もう ここには 居なくてもよい 

 Green trees are bending        青い木が撓んでいる 

 Poor sinners stand a trembling    哀れな罪人が 震えながら 立っている 

 The trumpet sounds with in my soul トランペットが 私の魂の内から鳴り響く 

 I aint got long to stay here    もう ここには 居なくてもよい 

 

 Steal away steal away         こっそりと こっそりと 

 Steal away to Jesus          こっそりと イエス様の元へ 逃げてゆこう 

 Steal away steal away home      こっそりと こっそりと 故郷へ逃げてゆこう 

 I aint got long to stay here    もう ここには 居なくてもよい 



 ３曲目の“Ride the Chariot”は、４月 15 日に開催された第 8回コーラスフェスティバル in

和光でも演奏したので、ある程度は、歌い込んでいる曲である。 

ただ、今まで歌ってきた曲とは、少し趣が違う曲で、歌い熟すまでにかなり時間が掛かった。 

今回が 2回目のステージ演奏なので、他の 2曲と比べると多少余裕があった。 

 この曲の楽譜を見た時 テンポは速く テナーソロと合唱の兼ね合いがあり同じ歌詞を何度

も繰り返すなど 暗譜するのが大変と感じた。そこで、テナーソロを止めて合唱を２グループに別

けて歌うことになった。（ソロパートを歌う時は、一歩前に出て歌うことになった） 

苦労したのは、Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im getting ready. Im getting ready for the Judgment day 

My Lord My Lord  

を４回繰り返すのであるが、歌っている内に何回繰り返したのか分からなくなったことである。 

また、初谷先生から歌い方として、全体を滑らかに跳ねないで歌うこと。言葉を繋げて歌うこと。

ブッキラボウに歌うこと。訛りのある発音すること等々の指導があり、なかなかマスターするのが

大変であった。いずれにしても、我々の歳になると覚えるより忘れる方が何倍も速いので、夢に出

てくるほど練習をするほかに特効薬はないことを痛感した次第である。 

 

歌詞 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im getting ready. Im getting ready for the Judgment day 

My Lord My Lord (繰り返し) 

 

Are you ready my brother？ Oh yes 

Are you ready for the journey？ Oh yes 

Do you want to see your Jesus？ Oh yes 

Im waiting for the chariot cause Im ready to go 

 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im getting ready. Im getting ready for the Judgment day 

My Lord My Lord (繰り返し) 

 

Are you ready my sister？ Oh yes 

Are you ready for the journey？ Oh yes 

Do you want to see your Jesus？ Oh yes 

Im waiting for the chariot cause Im ready to go 

 

I never can forget that day 

Ride in the chariot to see my Lord 

When all my sins were taken away 



Ride in the chariot to see my Lord 

My feet were snatched from the miry clay 

Ride in the chariot to see my Lord 

I‘ll serve my Lord till judgment day 

Ride in the chariot to see my Lord 

 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im gona ride. Ride the chariot in the morning Lord 

Im getting ready. Im getting ready for the Judgment day 

My Lord My Lord  

 

訳 

「行くぜ！」 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

審判の日への支度はもうすぐできます 我が主よ 我が主よ (繰り返し) 

 

「用意はいいかい なあ兄弟？」 「おう いえーす」 

「旅の支度はできたかい？」 「おう いえーす」 

「イエス様に会いたいかー？」 

「おう いえーす。支度が出来て戦車を待っているんですよ」 

 

「行くぜ！」 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

審判の日への支度はもうすぐできます 我が主よ 我が主よ (繰り返し) 

 

「用意はいいかい お嬢さん方も？」 「おう いえーす」 

「旅の支度はできたかい？」 「おう いえーす」 

「イエス様に会いたいかー？」  

「おう いえーす。支度が出来て戦車を待っているんですのよ」 

 

私は決してあの日を忘れない 

戦車に乗ろう 主に会うため 

私の罪が全て悔い改められた日・・・ 

戦車に乗ろう 主に会うため 

私の足は あの泥だらけの嫌な所からもオサラバ 

戦車に乗ろう 主に会うため 

私はきっと 審判の日を告げる主にお仕えします 

戦車に乗ろう 主に会うため 

 



「行くぜ！」 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

朝になったら戦車に乗ろう 主に会うため 

審判の日への支度はもうすぐできます 我が主よ 我が主よ  

 

                               （訳は Wikipedia より） 

 

ここで、男声合唱曲のレパートリーに黒人霊歌が多いが、今回我々が歌った黒人霊歌に関する記事

が、インターネットに載っていたので引用させていただく。 

 黒人霊歌の成り立ち－ 

 16 世紀、植民地アメリカを開拓する労働力補給のため、多くの黒人たちがアフリカ各地から奴

隷としてアメリカに連れてこられた。奴隷たちの生活は、救いのない、惨めなものであった。彼

らの主人である白人たちは正当化のため、宗教を利用した。死後の世界の‘完全に精神的な幸

福’を教えたのである。そして黒人たちは、その教えに感銘を受ける。聖書には、迫害されてい

るユダヤ人が神の恵みによって救われる話が多くあり、彼らはその話を自分たちの境遇に重ねた

のだ。英語を読めない奴隷たちは、牧師の説教からのみ、つまり‘音’として、聖書を学んだ。

先天的に音楽感覚の鋭い黒人たちは、その反応をまた‘音’として再生した。それが黒人霊歌

（Negro spiritual）である。黒人奴隷たちの精神的（スピリチュアル）な世界への憧れがニグ

ロ・スピリチュアルになったのである。 

－黒人霊歌の特徴－ 

 黒人霊歌の特徴としてまずあげられるのは、その黒人なまりである。次ページの歌詞を参考に

して例をあげると、th や v の音が発音できない（the→de）、促音が加わる（heaven→hebben）、

単語の一部が省略して発音される（moming－momin'）などである。また、歌詞の文法はかなりい

いかげんである。これらの原因は、黒人が正式な教育を受けていないために、正確な発音や文法

を知らなかったため、また、即興で歌うことを好んだ黒人たちの、リズム感にまかせて歌いあげ

たためである。 

 黒人霊歌の根底に流れるものは、自由への憧憬である。黒人霊歌には、「天国」を意味する単

語が多く出てくるが、彼らにとって天国への道とは、「自由と救い」を意味する。例えば、

『steal Away』中、‘steal away to Jesus’という歌詞を、‘steal away to freedom’の意に

とって歌ったわけだ。また、『Joshua fit de Battle ob Jericho』には特に天国を意味する単語

は出てこないが、この歌は「黒人の自由を求める戦い」という意をこめて歌われた。

『somebody's knocking』で歌われている sinner（罪人）とは、誰のことを指していたのだろう

か？ 

 黒人霊歌は、そういった意をこめられているにもかかわらず、黒人奴隷の主人である白人の前

でも歌われた。白人たちには、聖書を元にした歌を歌っているように見せかけて、その実、

double meaning として、自由への逃亡の意をこめて歌ったのである。 

 



－合唱曲としての黒人霊歌－ 

 黒人霊歌を広く知らしめる土台を築いたのは、Fink Jubilee Singers であった。実際、黒人霊歌

を、最初に、コンサートの形で、人々に聴かせたのが、Tennessee 州 Nashville の Fink 大学で 1871

年に結成されたこの合唱団だった。Nashville といえば、今や、白人の音楽カントリー＆ウェスタ

ンの都であるが、同時に、黒人教育の最高機関として開校したのが Fink 大学。その経営資金を集

める一手段として、生徒の有志がこの合唱団を結成、全米各地はもとより、ヨーロッパにまで、ス

ピリチェアルの演奏をおこなった。‘Nobody Knows the Trouble I've Seen’（誰も知らない私の

悩み）や、‘Deep River’などの名歌は、Fink Jubilee Singers の十八番ナンバーであった。ジュ

ービリーという名は、当時、ニグロ・スピリチェアルをそう呼んだことによる。 

 誇り高きエリート大学生の合唱団だから、Fink Jubilee Singers の演奏は、よく言えば格調高い

ものであり、悪く言えば、形式的なきれいごとにおちいっていた。特に日本で、ニグロ・スピリチ

ェアルというと、いわゆる glee（合唱曲）スタイルのコンサータイズされた形で歌われる、スロー・

テンポの美しい曲という印象が強いようだが、そういう誤った概念を生んだ張本人もまた、Fink 

Jubilee Singers であり、彼らの直接閒接の影響で、ニグロ・スピリチュアルを好んでレパートリ

ーに取り入れたクラシックの歌手たちであった。 

 黒人霊歌は本来、黒い血と汗と涙がにじんだ、アーシーで、ヴァイタルなものである。即興で歌

うことを好まれ、アフリカ原始音楽のリズミカルな性質が流れる歌だ。黒人霊歌のそのようなキャ

ラクターは、いつのまにか兄弟音楽である gospel music の専売特許のようになってしまった。 

  （Wikipedia 慶應義塾ワグネル・ソサィエティー男声合唱団 第 125 回演奏会プログラムより） 

 

今回の第３１回サマーコンサート in 志木の参加数は、１３団体であった。(別添プログラム参照) 

志木グリークラブは、1部の 1 番目に演奏した。我が団の生みの親である志木第九の会の会員の 

方々をはじめ多くの聴衆の前で歌う時は、年齢のことは忘れ、青年の頃に帰った気持ちで緊張感を

持ってステージに上がった。初谷先生の熱の入った指導により、今頃になって、男声合唱の“コツ”

が分かってきたようだ。他のパートの声をよく聴き、７分の声量で歌う。何度も何度も繰り返し、

自主練習を行うこと。 

 これらの指導内容を肝に銘じて、１０月６日に開催される彩の国男声コーラスフェスティバル 

２０１８に向けて練習を始めたところである。 

＜追記＞ 

 サマーコンサート当日の気温は、関東地方が 6月中に梅雨明けしたことで、３２度を超える暑さ

であった。同じ頃、岡山県、広島県、愛媛県など西日本地方は、記録的な大雨や河川の氾濫で、多

くの死者と被害が出た。（西日本豪雨）私の故郷岡山県では、倉敷市真備町を中心に多くの死者と

大きな水害が発生した。知人の中にも被害に遭った方々がおられる。心よりお見舞いを申し上げま

す。 

                             （２nd-Tenor 和氣 敏夫記） 
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